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はじめに 

ディスラプティブ（破壊的）なテクノロジーの登場などによって事業環境が急速に変化するなか、中国本土企業および香港企業の CEO は今後

の成長を楽観的に見ており、先進テクノロジーへの投資や M&A を通じた成長に対して意欲を示しています。 

今回のレポートでは、世界の様々な産業に属する 1,300 人の CEO を対象とした調査から得た、中国に関する知見を取り上げます。1,300 人

の中には中国本土企業と香港の CEO が 125 人含まれており、彼らの投資における優先項目や成長戦略、懸念について貴重な洞察を得るこ

とができました。 

なかでも重要な知見のひとつは、中国企業の CEO が世界経済と業界の先行きに対して前向きな姿勢を強めており、引き続き自社の成長見通

しに圧倒的な自信を持っているということです。同時に、彼らは地政学的環境の急速な変化に伴うリスクや問題に十分に目を光らせています。米

中貿易摩擦をはじめとする貿易や投資をめぐる緊張が世界的に続くなか、これは当然のことといえます。 

中国企業の CEO が最も意識していることは、自社のビジネスを変革して高い成長目標を達成する手段としてのイノベーションであり、これは過去

の調査と同じ結果となりました。彼らにとってテクノロジーによるディスラプション（創造的破壊）は脅威というよりもむしろチャンスであり、革新的なス

タートアップ企業と連携し、デジタル産業の労働力を生み出し、ビッグデータ解析や AI などの先進テクノロジーに投資する機会であると捉えていま

す。 

また、M&A に対する意欲も旺盛で、特に新興国市場への投資に目を向けています。世界経済に対する中国の影響力は増しており、一帯一路

や広東・香港・マカオ大湾区（グレーターベイエリア）の開発など主要な計画によって、地域内の貿易、投資、経済成長が後押しされていることを

踏まえれば、これは至極当然のことでしょう。中国本土企業と香港企業の CEO の目には大きなビジネスチャンスと映るはずです。 

さらに、パートナーシップや戦略的提携も魅力的な成長戦略として台頭しつつあり、弊社は新規市場への投資や参入に際しての適切なパートナ

ー選びを支援すべく、引き続き中国企業と外国企業の両方と緊密に連携しています。 

2019 年 3 月 

 

China Management News  
（KPMG中国マネジメントニュース） 

成長に向けた連携とイノベーション 
～2018 年中国 CEO調査～ 
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上級幹部とのディスカッションから、中国企業が世界レベルでの革新力、成長力、競争力に自信を持ち、先行きを楽観視していることが見て取れ

ます。そこで、健全かつ持続可能な成長を長期的に達成する戦略をいかに巧みに遂行するかが焦点となります。成功するためには上級幹部が競

争相手を注意深く観察し、規制環境を理解し、リスクを効果的に管理し、適切なパートナーと組むことが必要ですが、最も大切なのは自ら範を示

すことでしょう。 

本稿を通じてビジネスに関する貴重な洞察を提供できることを願っております。また、これらの知見や現在の事業環境について、企業の皆様とディ

スカッションする機会があれば幸いです。 

中国では成長に注目している  

世界の環境が急速かつダイナミックに変化するなか、中国本土企業および香港企業の CEO の大半は世界経済の成長見通し（76％）および

自社が属する産業の成長見通し（82％）に自信を持っており、この比率は 2017 年と比べて大幅に伸びています（図 1 参照）。「グローバル

CEO 調査 2018」1では、世界主要 11 カ国2の 1,300 人の CEO を調査対象としました。この中には中国企業の CEO が 125 人含まれてお

り、中国企業の CEO が先進テクノロジーに投資し M&A を通じて成長目標を達成しようとしていることが判明しました。 

この前向きな見通しの背景には、世界経済に対する中国の重要性の高まりがあります。KPMG Global China Practice の詳細な調査「中国

展望 2018-新しい時代の始まり、グローバリゼーションの新しいパラダイム」3で詳しく説明したように、世界経済に対する中国の影響力は徐々に

強まっており、中国の経済と政策が徐々に他の国々に影響を及ぼすようになっています。世界成長は弱く、国境を跨いだ投資や貿易が減速する

なかで、中国と他国の間で質の高い投資が回復して順調に伸びれば世界貿易と投資は力強く活気づくでしょう。中国の対外投資（アウトバウン

ド投資）と内需は、長期的に世界経済の回復と、より「インクルーシブ(包含的)」な新しいグローバリゼーション・モデルの発展に重要な役割を果た

すはずです。 

また、一帯一路など中国の重要な国

家戦略がグローバルな投資や貿易の

拡大、経済発展に寄与しつつありま

す。一帯一路の進展に伴い中国企業

による対外投資（アウトバウンド投

資）が増え、またそれを促進する支援

策も講じられるようになるでしょう。 

中国企業と外国企業のパートナーシッ

プも魅力的な成長戦略として台頭しつ

つあります。これにより、当地および外

国のパートナー企業をはじめとした利害

関係者との信頼関係を築くことにも繋

がり、お互いの競争力を補いつつ共同

で第三国の市場を開拓し、一帯一路

に沿った多くの投資機会の発掘に役立

ちます。 

一方、中国企業の CEO は自社の成長見通しにも引き続き自信を持っており、「自信がある」と答えた CEO は 2017 年と同様に 90％に上りま

す。また、向こう 3 年間で従業員を増やすと回答した CEO は 84％に達し、うち 5％以上増やすと回答した CEO も 44％に上るなど、ここにも

                                                 
1 「成長への試練-グローバル CEO 調査 2018」、KPMG International、2018 年 5 月、

https://home.kpmg.com/xx/en/home/insights/2018/05/ceo-outlook.html 
2 主要 11 カ国とは、オーストラリア、中国、フランス、ドイツ、インド、イタリア、日本、オランダ、スペイン、英国、米国を指す。 
3 「中国展望 2018-新しい時代の始まり、グローバリゼーションの新しいパラダイム」、KPMG Global China Practice、2018 年 3 月、

http://kpmg.com/cn/chinaoutlook2018 

【図 1】成長の見通しに対する中国企業 CEOの自信 

出所：KPMG グローバル CEO調査 2018 

総じて自信がある 

中立的  

世界 

経済 

産業 

自社 

総じて自信がある 

中立的  

総じて自信がある 

中立的  



© 2019 KPMG, a Hong Kong partnership and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG International Cooperative (“KPMG International”), a 
Swiss entity. © 2019 KPMG Advisory (China) Limited, a wholly foreign owned enterprise in China and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved. 

3 

 

 

 

 

 

楽観的な姿勢が見られます。さらに、中国企業の CEO の 94％は向こう 3 年間の売上高が年率最大 5％伸びると予想しています。この成長

目標を達成し、かつ競争力を維持し続けるために、中国企業の CEO の多くはテクノロジーによるディスラプションをチャンスと捉え、革新的なスター

トアップ企業と連携し、予測分析などの先進テクノロジーに投資しています。 

 

未来のためのイノベーション  

中国はテクノロジーとイノベーションの促進を国家の重要な優先課題としており、一帯一路、広東・香港・マカオ大湾区（グレーターベイエリア）、

「中国製造 2025」などの重要政策と経済改革をその原動力と位置づけています。また、テクノロジーとイノベーションの持続的発展が中国の「ニュ

ーエコノミー」の成長を刺激し、起業の増加や中国企業と外国企業の双方のビジネスチャンスを生み出しています。 

このような環境のなか、中国では「テクノロジーによるディスラプション」を脅威としてではなく、むしろチャンスととらえる CEO が圧倒的多数（91％）

に上っており、この比率は 2017 年から大幅に上昇しています（図 2 参照）。中国企業の CEO にとってはテクノロジーによるディスラプションがす

でに「ニューノーマル（新常態）」であることを裏づけており、このことは昨年の「中国 CEO 調査」4でも同様の結果をご報告しています。AI、IoT、

クラウドコンピューティング、ビッグデータ解析といった破

壊的テクノロジーへの投資に多額の資金が流入し続

けており、中国の様々な産業で広く応用されつつあり

ます。今年の調査結果にはこれが表れており、中国

企業の CEO の大半が向こう 3 年間に予測モデルや

予測分析の利用を増やすと回答している一方、世界

全体ではこのように答えた CEO は 3 分の 1 弱にとど

まります（図 3 参照）。 

また、破壊的テクノロジーに関する KPMG

の最近のレポート5によると、中国では AI

が急速に進化しており、豊富な人材と膨

大なデータを武器に他のテクノロジー先進

国との格差を急速に縮めています。これを

裏づけるように、「グローバル CEO 調査

2018」の調査対象に含まれる中国企業

の CEO の半数以上は、限定的ながらも

                                                 
4 「破壊、そして成長へ-中国 CEO 調査 2017」、KPMG China、2017 年 8 月、

https://home.kpmg.com/cn/en/home/insights/2017/06/china-ceo-outlook.html 
5 「変化し続ける破壊的テクノロジー – テクノロジー・ハブが勝者への道を拓く」、KPMG International、2018 年 3 月、

https://info.kpmg.us/techinnovation.html 

 

一帯一路は世界中の国々、企

業、人々をつなげ、経済協力を促

す原動力であり、中国企業の

CEO はこれをアウトバウンド投資の

大きなチャンスと見ています。香港

は国際金融センターであると同時

に、貿易と投資をグローバルにつな

ぐ一大拠点であり、中国企業が国

際市場で一帯一路の新たな事業

機会を求める上で絶好の位置づけ

にあります。 

Andrew Weir KPMG 中国、香港シニアパートナー 

 

 

 

 

私が話をした CEO 達は広東・香

港・マカオ大湾区の統合と経済成

長に伴うビジネスチャンスの探求に

一層力を入れています。同地域の

開発は続いており、企業は中国

国内でのプレゼンスをさらに高め、

一帯一路の一環として対外投資

を増やすでしょう。 

Ayesha Lau KPMG 中国、香港シニアパートナー 

 

 

【図 2】テクノロジーによるディスラプションはチャンスである 

出所：KPMG グローバル CEO調査

【図 3】予測モデル・予測分析の利用を増やす計画 

出所：KPMG グローバル CEO調査
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AI をすでに導入したと回答して

おり、データ解析力やデータガバ

ナンスの改善、顧客体験の向上

などのメリットを AI から得ているよ

うです。また、中国企業 CEO の

10 人のうち 9 人が 5 年以内に

AI 投資から高い投下資本利益

率（ROI）を得られると見込ん

でおり、3 年以内に高い ROI を

見込むと回答した CEO も 32％

に上ります（図 4 参照）。 

 

 

テクノロジーによるディスラプションをチャンスと捉えて向こう 3 年間の成長目標の達成を目指すからこそ、中国では世界と比べてより多くの CEO が

革新的なスタートアップ企業と積極的に連携し、革新的テクノロジーの開発に的を絞った産業コンソーシアムを組み、ディスラプションの探知とイノベ

ーションに対する投資を増やしています（図 5 参照）。 

また、イノベーションの促進は第 13 次 5 カ年計画においても重要な優先課題に位置づけられています。中国政府は新しい産業の育成に積極

的に取り組んでおり、テクノロジー、製品、ビジネスモデルのイノベーションを奨励し、ハイエンドな研究開発の基盤づくりに取り組んでいます6。 

                                                 
6 研究開発における協力環境の整備および、研究機関、大学、学術界、企業が研究開発共同基金や研究所の設立などの協力を通じてハイテク分野や高付加

価値分野の研究開発を行うことへの支援を指している。詳しくは「第 13 次 5 カ年計画国家技術革新計画」、中国科学技術部、2017 年 4 月 24 日参照

http://www.most.gov.cn/mostinfo/xinxifenlei/fgzc/gfxwj/gfxwj2017/201705/t20170503_132603.htm 

【図 4】中国企業の CEOが予想する AI 投資から高い ROI を得られる時期 

出所：KPMG グローバル CEO調査 2018 
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テクノロジー企業や革新的企業が急速に経済成長の重要な原動力となるなかで、中国本土および香港の証券取

引所は最近、ニューエコノミーの発展加速に向けた上場制度改革を実施しています。これは中国における起業のエ

コシステムを支え、大湾区（グレーターベイエリア）の成長を促進し、オールドエコノミーに分類される産業を速いペ

ースで革新的企業に変革し、中国企業が世界に打って出るための土台作りを後押しするでしょう。 

Irene Chu、ニューエコノミー責任者、KPMG中国 

 

 

大湾区（グレーターベイエリア）は第 13次 5 カ年計画および一帯一路戦略の主要な原動力であるだけでなく、

イノベーションとテクノロジーのハブに急速に変貌しつつあります。私が話した CEO達はこれをチャンスと見てテクノロジ

ー企業や革新的なスタートアップ企業と連携し、アイデアの開発・検証、有能な技術者の育成、戦略的パートナー

シップの締結、イノベーションによる成長促進を目指しています。 

Ronald Sze、シニアパートナー、華南地域、KPMG中国 

 

 

中国はテクノロジーとイノベーションを国家の優先課題としており、中国で事業展開する多くの企業もこれらを重点領

域としています。中国ではすでに数多くの破壊的なビジネスモデルが台頭しつつあり、その結果、伝統的産業は大き

な影響を受け、消費者のライフスタイルや体験は向上しています。中国企業はインフラ面での強力なサポートやこれ

まで以上の官民連携、多数の有能な人材の育成を通じて、今後も先端テクノロジーとイノベーションを推し進めてい

くでしょう。 

 

Reynold Liu、マネジメントコンサルティング責任者、KPMG中国 
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グリーン開発の優先  

第 13 次 5 カ年計画では、環境保護の強化が国家の優先課題として強調されています。これはきわめて重要な点であり、今年の

調査では、中国企業の CEO は「環境・気候変動リスク」が自社にとって重大な脅威であると回答しています。 

中国政府が環境保護に対する政府支出を徐々に増やした結果、国内の環境は大きく改善しました。第 18 回中国共産党大会

以来、中国当局は「生態文明（エコ文明）」を推進する重要性を強調しており、資源および環境保護に厳格な基準・規制を導入

した結果、環境汚染やエネルギー消費の水準は徐々に低下しています。 

2017 年 10 月に行われた第 19 回中国共産党大会では、習近平国家主席が活動報告の中で「生態文明（エコ文明）」の建

設とグリーン開発の重要性を述べていることから、この流れは今後も続き、一層強化されるものと思われます。これに伴い、企業サイド

では省エネルギーや環境保護関連のコストが増える公算が大きく、事業運営に多少の困難が生じる可能性もあります。 

これらの政策の影響で中国企業や中国に進出した外国企業の事業運営コストは増加しつつありますが、一方で産業インフラの質は

際立って改善しており、産業やサービスの集中化も進んでいるなど、製造費用や営業費用の低減につながる側面も見られます。 

 

出所:「中国展望 2018-新しい時代の始まり、グローバリゼーションの新しいパラダイム」KPMG Global China Practice、「KPMG

グローバル CEO 調査 2018」 

【図 5】成長目標の達成に向けた CEOの行動 

出所：KPMG グローバル CEO調査 2018 

 

革新的なスタートアップ企業（フィンテック、インシュ

アテック、ヘルステック企業など）と連携する  

 

革新的テクノロジーの開発に的を絞った産業コンソ

ーシアムに参加する 

ディスラプションの探知とイノベーションに対する投資

を増やす 

オンライン・プラットフォーマー（ソーシャルメディアの

プラットフォームなど）経由で商品・サービスを販売

する 

サードパーティーのクラウド技術プロバイダーと連携

する 

スタートアップ企業のアクセラレーター制度またはイ

ンキュベーター制度を設ける  

サードパーティーのデータプロバイダーと連携する 

ベンチャー企業投資 

グローバル企業の CEO 

（中国企業の CEO を除く） 

中国企業の CEO 
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破壊的な新テクノロジーの採用に伴い、企業に新たなリスクや問題が生じる可能性もあります。例えば、調査対象となった中国企業の CEO の半

数近くが、業界内における破壊的テクノロジーのトレンドに後れを取らないよう懸命に努力していると答えています。このように中国企業の CEO に

とって、「新テクノロジー／破壊的テクノロジーのリスク」が潜在的な成長リスクのひとつになっています（図 6 参照）。 

その他にも、「領土主義への回帰」、「環

境／気候変動リスク」、「評判／ブランド・

リスク」が挙げられ、中国企業の CEO が

地政学的状況のほか、自社の行動に対

する世間の反応、環境などを意識してい

ることがわかります。したがって、CEO は自

社の既存のビジネスモデルを改めて評価

し、テクノロジーによるディスラプションや地

政学リスクの監視、環境に優しく持続可

能な成長、クライアントや地域社会全体

に対する適切な行動などに必要な確固た

る方針と手順を確実に整備すべきでしょ

う。 

サイバーセキュリティーも中国企業の CEO

にとっての重要な問題として挙げられていま

す。調査によると、中国企業の CEO の

74％が、重要な利害関係者との信頼関係を築くためには強力なサイバー戦略が必須だと回答しており、グローバル企業の CEO における同回答

の割合（52％）を大きく上回っています。 

また、ディスラプションの監視とイノベーションの進行・達成を強化する必要があると回答した中国企業 CEO は、グローバル企業と比べてかなり高い

比率を占めており、中国企業の CEO がサイバーセキュリティーと新テクノロジーのリスクを重視していることを裏づけています（図 7 参照）。 

 

中国の多くの企業では、テクノロジーとイノベーションの重視に伴って人材の質と構造が変化するものと思われます。イノベーションとテクノロジーを前

進させるためには、増えつつあるより優秀な人材を活用する力が欠かせません。調査対象となった中国企業の CEO のうち、自社の今後の成長計

画にはデータサイエンティストが重要な支えとなると回答した割合は、およそ 4 人のうち 3 人に上りました。また、デジタル化担当マネージャー、新興

市場の専門家、最先端テクノロジーの専門家、サイバーセキュリティー専門家も重要な人材として認識されています。KPMG ではクライアントのニ

ーズに応えて、このたび南京に KDi（KPMG デジタル・イグニッション・センター）を開設しました。新テクノロジーにおいて弊社が持つスキルや経験

を最大限に活かしてクライアントのイノベーションを支援し、人材の技能向上やビジネスのデジタル・トランスフォーメーションを支えることが目的です。 

【図 7】今後 3年間の計画： 

出所：KPMG グローバル CEO調査 2018 

グローバル企業の CEO 

（中国企業の CEO を除く） 

中国企業の CEO 

市場のディスラプションの監視を強化する  イノベーションの進行・達成を強化する 

【図 6】成長を阻む潜在的な問題 

出所：KPMG グローバル CEO調査 2018 

※米国の北米自由貿易協定（NAFTA）の再交渉、英国の EU離脱など 

領土主義※への回帰 

環境／気候変動リスク 

新テクノロジー／破壊的テクノロジ

ーのリスク 

評判／ブランド・リスク 

サイバーセキュリティーの 

リスク 

グローバル企業の CEO 

（中国企業の CEO を除く） 

中国企業 

の CEO 
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国外進出（アウトバンド投資）を実現する 

多くの中国企業の CEO は、M&A および連携による成長を優先項目に位置づけています。今回の調査では、今後 3 年間の M&A に対する意

欲が「中程度」または「高い」と回答した中国企業 CEO は 4 分の 3 に及びました（図 8 参照）。調査によると、中国企業の CEO が M&A を

志向する大きな理由は、高い企業価値評価の利用、シナジー効果／規模の経済を通じたコスト削減、オーガニック成長を上回るペースでのビジ

ネスモデルの変革にあります。 

M&A に対する中国企業 CEO の強い意欲はグローバルな投資の進展に沿ったものであり、中国の対外投資モデルが成熟したことを示していま

す。KPMG Global China Practice は「中国展望 2018」の中で、外国のテクノロジー、専門力、高品質のブランド・製品を買収することによ

り、国内経済の変化や国内の消費者ニーズの変化に伴う新たな事業機会を捉えたいと考える中国企業が増えていると述べています。 

 

また、KPMG Global China Practice は、中国の力が増し、中国企業の競争力が高まるにつれて、国外（アウトバウンド）で投資する中国民

間企業と国有企業が増えており、国外（アウトバウンド）での M&A は「対外進出」の重要な方法になりつつあると指摘しています。 

【図 8】今後 3年間のM&A に対する中国企業の CEOの意欲 

出所：KPMG グローバル CEO調査 2018 

今M&A への意欲は低い：買収を行う可能性は低い 

 
M&A への意欲は中程度：買収を行うが、自社全体への影響は小さい 

M&A への意欲は高い：自社全体に大きく影響するような買収を行う可能性が

高い 

買収対象になることを望んでいる：M&A のターゲットとなる可能性が高い 

 

 

 

中国企業の CEO は国外（アウトバウンド）での M&A を求めており、買収の規模、多様性、複雑性が増していま

す。また、買収後の計画や適切な投資の監督を一層重視する動きも見られます。これは CEO にとって、買収企業

の統合によるシナジー効果の達成や投資リターンの最大化を目的とした事業リスクの積極的な管理・監視に力を入

れる必要性が増していることを示しています。 

 

Linda Lin、ディールアドバイザリー責任者、KPMG 中国 

 

 

 

中国企業の CEO が総じてテクノロジーによるディスラプションをチャンスと見ているように、弊社のクライアントもイノベ

ーション重視やデータドリブンの傾向を強め、最先端テクノロジーに投資しています。弊社はクライアントのビジネスの

変革を支え続けます。先ごろ南京に開設した KDi(KPMG デジタル・イグニッション・センター)では、知識と専門性を

活用してデジタルに対応したテクノロジーソリューションの設計・構築・実現に当たっています。 

Louis Sun、KDi: KPMG デジタル・イグニッション・センター責任者、KPMG 中国 
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一帯一路の進展が M&A に対する意欲をかき立てている側面もあるでしょう。中国国家発展改革委員会の予想では、2017 年から 2021 年

の対外投資が合計で 6,000 億～8,000 億米ドルに達する見通しで、そのかなりの部分が一帯一路の広域経済圏諸国への投資であるとされ

ています7。したがって、近い将来、一帯一路の広域経済圏は中国からの直接投資が急増する地域として台頭するでしょう8。 

中国の対外投資が着実かつ健全に伸びれば、グローバル投資に新たな成長の波が訪れることが予想され、中国の国内産業の変革と進歩を支え

る質の高い外部リソースを獲得できるようになるでしょう。また、先進国を中心とした外国企業と中国企業が新興国や発展途上国での市場開拓

で協力する機会も増えます。このような形で「第三国市場における協力」が実現すれば、中国は自国の資本と生産能力を先進国のテクノロジー

や設備と組み合わせ、先進的テクノロジーを詰め込んだ費用対効果の高い製品・サービスを第三国市場に投入することができます。実際、調査

に回答した中国企業 CEO の 3 分の 2 近くが、向こう 3 年間は新興国市場での事業拡大に重点を置くとしており、中南米、東欧、アジア太平

洋地域を 3 大新興国市場と捉えています。 

また、今回の調査では関係者間の連携強化が示唆されており、中国企業 CEO の 4 分の 3 以上が「サードパーティーとの戦略的提携」は重要

な成長戦略だと回答しています。さらに、必要な機動力を獲得する唯一の方法はサードパーティーとの連携であると考える CEO の割合は、世界

と比べて中国では著しく高くなっています（図 9 参照）。 

このように従来のビジネスモデルや戦略が

急速に変化し、ディスラプションが生じるな

かで、企業が競争力と成長力を維持する

ためには、CEO が自社の適応力に自信を

持つことが必要です。調査の結果、中国

企業の多くの CEO はこのことを認識して

おり、「機動的（アジャイル）な行動はビ

ジネスの新しい常識だ」という意見に賛成

する CEO は、グローバルでは 57％である

のに対し、中国では 82％と高い比率を示

しています。 

                                                 
7 「How much future investment in the “Belt and Road”? Here’s the NDRC response’」、Sina News, 2017 年 5 月 12 日、

http://news.sina.com.cn/c/nd/2017-05-12/doc-ifyfeivp5648207.shtml 
8 「中国展望 2018-新しい時代の始まり、グローバリゼーションの新しいパラダイム」、KPMG Global China Practice、2018 年 3 月、

http://kpmg.com/cn/chinaoutlook2018 

 

 

調査対象の中国企業 CEO の大半が新興国市場での事業拡大に重点を置いていることからも、中国企業と外国

企業が第三国市場で連携する機運が高まっていると言えます。各社がそれぞれの強みを持ち寄れば、新たな市場

機会へのアクセス、シナジー効果の実現、リスク管理が可能であるだけでなく、第三国にも経済的・社会的利益をも

たらします。このように、「第三国市場における協力」はウィン・ウィン・ウィンの好結果をもたらします。 

 

Vaughn Barber、チェアマン、KPMG Global China Practice 

 

【図 9】サードパーティーとの連携はビジネスの機動力を維持するカギ 

出所：KPMGグローバル CEO調査 2018 

グローバル企業の CEO 

（中国企業の CEOを除く） 

中国企業 

の CEO 



© 2019 KPMG, a Hong Kong partnership and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG International Cooperative (“KPMG International”), a 
Swiss entity. © 2019 KPMG Advisory (China) Limited, a wholly foreign owned enterprise in China and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved. 

9 

 

 

 

 

 

重要なポイント  

中国企業の CEO は、破壊的で変化の速い今日のグローバルな環境に適応できる機動力を備えた組織を作り、競争力を維持して成功を収める

ための成長戦略の実施に自信を持つことが必要です。重要なポイントは次の通りです。 

 成長の見通しを楽観視する 

中国企業の CEO の過半は、向こう 3 年間の成長見通しに自信を持っており、特に自社の成長見通しを確信しています。 

 テクノロジーによるディスラプションを活用する  

テクノロジーは重要な優先項目です。大半の CEO はテクノロジーによるディスラプションは脅威ではなく、むしろチャンスだと捉えており、イノベーショ

ンやデータ解析、先端テクノロジーへの投資を続ける計画です。 

 M&A に対する健全な意欲  

中国企業の CEO の大半は M&A と戦略的提携に旺盛な意欲を示しており、特に新興国市場への投資を重要視しています。 

 

 

 

（みずほチャイナマンスリー 2018 年 3 月号に掲載） 

 

 

戦略的提携を重視する背景には

CEO が直面するディスラプションが

あります。M&A で解決できない問

題に対する答えが連携なのです。

戦略的提携の原動力は将来の成

功に必要な能力の獲得です。例え

ば、自動車産業は現在、車の生

産だけでなくモビリティという問題に 

直面しています。モビリティは全く新しいエコシステムであり、バリューチ

ェーンを定義し直す必要があります。また、新たなパートナーの追加や

既存のパートナーシップの見直しが必要な場合に、戦略的提携は柔

軟な選択肢となります。 

Christoph Zinke 

ASPAC グローバル戦略グループ責任者 

KPMG 中国 

 

 

中国政府がテクノロジーとビジ

ネスモデルのイノベーションを奨

励するなか、中国企業の CEO

は、国外での革新的な企業へ

の投資や、研究開発拠点や企

業育成（ビジネスインキュベー

ションセンターの設立に目を向

けています。これにより、決定的

なテクノロジーのブレークスルー 

を成し遂げ、産業のバリューチェーン上流に位置することができます。

また、国外のハイエンド産業に投資して質の高い資産を獲得すること

により、世界水準のハイクオリティな商品・サービスを中国国内の消費

者に提供することができます。 

Jacky Zou 

北部地域シニアパートナー 

KPMG 中国 

 

 

 

 

私が話した CEO 達は、破壊的で変化の速い今日の環境に伴うチャンスと課題の両方を認識しています。成功す

る CEO は、目まぐるしく変化するこの市場環境を本当の意味で機会と捉え、成長を重視するだけでなく、強固かつ

機動的（アジャイル）なビジネスモデルの導入を通じて長期的価値の実現に全力を尽くすでしょう。 

 

William Gong、東部および西部地域シニアパートナー、KPMG 中国 
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